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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 

  

２．平成 18 年 10 月期第１四半期財務・業績の概況（平成 17 年 11 月１日～平成 18 年１月 31 日） 

（注）本四半期決算短信の数値は、未監査であります。 

（1）経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満切捨）

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四半期（当期） 

純 利 益 

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％

18 年 10 月期第１四半期 1,111 （ 28.2） 133 （  6.2） 134 （ 24.4） 73 （  16.1）

17 年 10 月期第１四半期 866 （ 56.0） 125 （ 22.4） 108 （ 12.1） 63 （△11.1）

（参考）17 年 10 月期 4,180 717 691 561 

 

 
１ 株 当 た り

四半期（当期）純利益

潜 在 株 式 調 整 後

１ 株 当 た り 四 半 期

（ 当 期 ） 純 利 益

 円  銭 円  銭

18 年 10 月期第１四半期 318 65 － －

17 年 10 月期第１四半期 823 59 － －

（参考）17 年 10 月期 2,428 60 － －

（注） ①売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を記載しております。 

 ②持分法投資損益 18年10月期第１四半期 2百万円 17年10月期第１四半期 △4百万円 17年10月期 △16百万円

 ③期中平均株式数（連結） 18年10月期第１四半期 231,000株 17年10月期第１四半期 77,000株 17年10月期 231,000株

 ④平成 17 年２月 21 日付をもって、普通株式１株を３株に分割しております。17 年 10 月期の期中平均株式数は、分割が期首に行

われたものとして計算しております。 

 ⑤潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため、記載しておりません。 

 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第１四半期（平成 17 年 11 月１日～平成 18 年１月 31 日）におきまして、当社グループ（当社及び当社の関係会

社）は、経営資源を得意とする分野へ選択し集中することで付加価値及び利益の最大化を図りました。このような方

針のもと、モバイル・ネットワーク事業、ネットワーク・ソリューション事業ともに順調に推移し、売上高は前年同

期に比べ 28.2％増となりました。 

損益面に関しましては、現在の旺盛な需要に応えること、並びに景気の回復に伴う情報通信分野の投資に支えられ

大きな需要増加が見込まれることなどから、採用の強化及び教育研修の強化に取り組み、技術者の確保と技術力の向

上を図りました。その結果、大手顧客との取引拡大に伴う積極的なリソースの先行投入、連結子会社における先行投

資などの費用を吸収し、経常利益は前年同期に比べ 24.4％増となりました。 

モバイル・ネットワーク事業におきましては、携帯電話で JR 東日本線などの自動改札を通ることができる「モバイ

ル Suica」、複数人で携帯電話をトランシーバーのように扱える「プッシュトーク」、携帯・移動体向けの地上波デジ

タルテレビ放送である「ワンセグ放送」など、新しい機能やサービスの拡充に伴い、第三世代機の普及が大きく進ん

でおります。 

また、番号ポータビリティー（継続）制度の実施まで１年を切り、携帯電話事業者各社間の顧客獲得競争の激化に

伴う新機能・新サービス開発需要の増加により、引き続き旺盛な需要が発生しております。 

このような状況の中、「プッシュトーク」「ワンセグ放送」に代表される IP 通信技術や動画・音楽再生を中心とした

マルチメディア関連のソフトウェア開発需要は引き続いて伸びており、この分野で圧倒的な強さを誇る業務提携先で

ある米国パケットビデオ社との連携を強化しているほか、プッシュトークなどの IP 通信技術を持つ米国エクリオ社と

協業し、この旺盛な需要に応えております。 

また、海外メーカーの日本向け携帯電話開発が増えてきていることや、新機能や新機種の開発に伴って品質検証業

務への需要も引き続き旺盛であり、豊富な経験と技術力が必要な品質検証業務を行えるアウトソーシングベンダーが

非常に少ないことから、この需要に応えるべく、連結子会社の株式会社 ProVision において評価専門の部門を新設す
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るなどの投資を行い、供給力の更なる強化に努めております。 

これらの結果、当事業の売上高は 612 百万円（前年同期比 12.1％増）となりました。 

ネットワーク・ソリューション事業（大規模データベース連動型 Web サイト開発支援事業）におきましては、ブロ

グの普及などインターネットを利用した様々なサービスが一般に浸透し、電子商取引を中心とする個人向けサービス

のマーケットも引き続いて拡大しております。これに伴い、このマーケットをターゲットとした電子商取引サイトや

情報サイト、広告・宣伝媒体としてのポータルサイトなどの新規開発や拡充の需要も引き続き旺盛であります。 

このような状況の中、積極的に技術者の採用を行い、当事業が得意とするデータベース、Web 関連の技術習得と資

格取得を徹底するとともに、個人情報保護法の施行や情報漏洩防止のためニーズが高まっているネットワークセキュ

リティ分野への先行投資なども行っております。 

以上の結果、受注単価抑制の影響も殆ど受けることなく順調に推移し、当事業の売上高は 498 百万円（前年同期比

55.7％増）となりました。 

このように当第１四半期におきましては、両事業において前年同期を上回り、連結では売上高 1,111 百万円（前年

同期比 28.2％増）、経常利益 134 百万円（前年同期比 24.4％増）、単体では売上高 1,005 百万円（前年同期比 20.7％

増）、経常利益 132 百万円（前年同期比 26.3％増）となりました。 

 

（2）財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本 株 主 資 本 比 率 
１ 株 当 た り 

株 主 資 本 

 百万円 百万円 ％ 円  銭

18 年 10 月期第１四半期 5,153 4,405 85.5 19,071 58

17 年 10 月期第１四半期 4,170 3,761 90.2 48,846 48

（参考）17 年 10 月期 5,570 4,492 80.7 19,449 51

（注） 期末発行済株式数（連結） 18年10月期第１四半期 231,000株 17年10月期第１四半期 77,000株 17年10月期 231,000株

 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

当第１四半期における総資産の残高は 5,153 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 417 百万円の減少となりまし

た。この主な要因としましては、法人税等の支払い及び配当金の支払い等による現金及び預金の減少並びに売掛金の

減少等によるものであります。 

当第１四半期における負債残高は 709 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 331 百万円の減少となりました。こ

の主な要因としましては、法人税等の支払いに伴う未払法人税等の減少及び賞与の支給による賞与引当金の減少等に

よるものであります。 

当第１四半期における株主資本残高は4,405百万円となり、前連結会計年度末に比べ87百万円の減少となりました。

この主な増加要因としましては、当四半期純利益 73 百万円による利益剰余金の増加等であり、減少要因としましては、

配当金の支払い等による利益剰余金の減少等によるものであります。 

これらの結果、株主資本比率は前連結会計年度末に比べ 4.8 ポイント増加し 85.5％となりました。 

 

（3）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営 業 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期 末 残 高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

18 年 10 月期第１四半期 △  53 △   67 △ 118 2,620 

17 年 10 月期第１四半期 △ 124 △ 543 △ 87 2,133 

（参考）17 年 10 月期 45 39 △ 113 2,861 

 

［連結キャッシュ・フローの状況に関する定性的情報等］ 

当第１四半期のキャッシュ・フローの状況 

当第１四半期における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ 241 百万円減少し、2,620 百万円となりま

した。 

当第１四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が 137 百万円となり、売上債権

が 322 百万円減少したものの、賞与引当金の減少 102 百万円、たな卸資産の増加 123 百万円、法人税等の支払額 330

百万円等により、53 百万円の支出（前年同期は 124 百万円の支出）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期の投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出 31 百万円及び投資有価証券

の取得による支出 20 百万円等により、67 百万円の支出（前年同期は 543 百万円の支出）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期の財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額 111 百万円等により、118 百万円の支出（前

年同期は 87 百万円の支出）となりました。 
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３．平成 18 年 10 月期の連結業績予想（平成 17 年 11 月１日～平成 18 年 10 月 31 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円

中   間   期 2,512 328 176 

通       期 5,505 830 455 

（参考） １株当たりの予想当期純利益（通期）    1,971 円 45 銭 

※ 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際

の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

携帯電話業界は、「モバイル Suica」「ワンセグ放送」など大きな需要が期待されるサービスの開始や、海外メーカー

からの廉価版の端末供給が始まったことで、第三世代機の普及が一層進んで行くと考えられます。 

このような状況の中、モバイル・ネットワーク事業は、高速移動体通信時代で必要とされる新技術や新サービスを保

有するソフトウェアベンダーとの積極的な資本提携及び業務提携を行い、いち早く新技術と新サービスの習得を進め、

高付加価値・高品質を強みに移動体通信キャリア及び携帯電話メーカーに対して積極的な営業展開を行うことにより、

旺盛な受注状況が継続しております。 

また、連結子会社の株式会社 ProVision において評価専門の部門を新設するなどの投資を行っておりますが、第２四

半期以降は従来外部リソースに依存していた評価業務を当社グループ内で受注できるようになる見込みであることか

ら、更なる効率化や外注費の低減などを見込んでおります。 

また、ネットワーク・ソリューション事業におきましても、得意分野への技術集中による更なる品質向上と生産性向

上を実現するとともに、需要が高まっているネットワークセキュリティ分野への進出を進めることにより、前連結会計

年度に引き続いて大きな成長を見込んでおります。 

中国にある連結子会社の上海希勝普楽通信技術有限公司は、第三世代携帯電話の普及により海外でも使える携帯電話

が急増しているため、中国での国際携帯電話のローミングテスト以外に東南アジア、ヨーロッパ、米国本土等でのロー

ミングテストの受注引き合いも増えております。それに加えて、当連結会計年度より日本人の総経理を赴任させたこと

で、システムプロ及び連結子会社の株式会社フラグシップからのオフショア開発の受注も順調に増えております。 

連結子会社の株式会社フラグシップは、SIP 事業、セキュリティ事業、Web ソリューション事業の３部門の基盤を確

立中です。SIP 事業は、携帯電話、SIP フォン、ネット家電の中核を成すソフトウェアの開発支援及び検証業務に経営

資源を特化させ、高付加価値製品と高付加価値サービスの提供により、高収益体質へと変革中であります。また、Web

ソリューション事業は金融、ポータル開発という新分野へ事業を展開しております。 

以上の状況を勘案し、当連結業績の見通しにつきましては、平成 17 年 12 月７日発表の業績予想の達成は十分に可能

であり、連結売上高 5,505 百万円（前年同期比 31.7％増）、経常利益 830 百万円（前年同期比 20.2％増）、当期純利益

455 百万円（前年同期比 18.8％減）を予定しております。 

なお、当期純利益が前年同期を下回るのは、前連結会計年度におきまして、投資有価証券売却益 392 百万円の特別利

益を計上しているためであります。 
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４．四半期連結財務諸表 

（1）四半期連結貸借対照表 

当四半期 

(平成18年10月期 

第１四半期末) 

前年同四半期 

(平成17年10月期 

第１四半期末) 

増 減 
（参考） 

平成17年10月期 
科  目 

金額（千円） 
構成比

（％）
金額（千円）

構成比

（％）
金額（千円）

増減率 

（％） 
金額（千円）

構成比

（％）

（資産の部）   

Ⅰ 流動資産   

１．現金及び預金 2,620,520 2,133,970  2,861,640

２．受取手形及び売掛金 908,174 753,919  1,230,726

３．たな卸資産 180,089 79,703  56,109

４．繰延税金資産 47,307 35,137  105,308

５．その他 73,127 33,714  82,066

流動資産合計 3,829,217 74.3 3,036,444 72.8 792,773 26.1 4,335,851 77.9

Ⅱ 固定資産   

１．有形固定資産 109,266 2.1 75,896 1.8 33,369 44.0 84,754 1.5

２．無形固定資産 30,346 0.6 22,319 0.6 8,026 36.0 27,756 0.5

３．投資その他の資産   

（1）投資有価証券 939,207 872,043  871,526

（2）長期貸付金 31,656 31,417  36,600

（3）敷金 179,799 111,803  175,190

（4）その他 23,472 2,616  26,053

投資その他の資産合計 1,174,135 22.8 1,017,880 24.4 156,255 15.4 1,109,370 19.9

固定資産合計 1,313,748 25.5 1,116,096 26.8 197,652 17.7 1,221,882 21.9

Ⅲ 繰延資産 10,180 0.2 17,694 0.4 △7,513 △42.5 12,625 0.2

資産合計 5,153,147 100.0 4,170,235 100.0 982,911 23.6 5,570,358 100.0
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当四半期 

(平成18年10月期 

第１四半期末) 

前年同四半期 

(平成17年10月期 

第１四半期末) 

増 減 
（参考） 

平成17年10月期 
科  目 

金額（千円） 
構成比

（％）
金額（千円）

構成比

（％）
金額（千円）

増減率 

（％） 
金額（千円）

構成比

（％）

（負債の部）    

Ⅰ 流動負債    

１．買掛金 97,941 54,654  102,974

２．短期借入金 － －  7,105

３．未払費用 192,593 145,398  189,656

４．未払法人税等 10,038 4,575  329,317

５．賞与引当金 78,467 50,085  180,840

６．その他 189,165 146,509  103,542

流動負債合計 568,206 11.0 401,221 9.6 166,984 41.6 913,436 16.4

Ⅱ 固定負債    

１．預り敷金 1,870 2,910  4,780

２．繰延税金負債 139,098 4,924  122,194

固定負債合計 140,968 2.8 7,834 0.2 133,133 1,699.3 126,974 2.3

負債合計 709,174 13.8 409,056 9.8 300,118 73.4 1,040,411 18.7

（少数株主持分）    

少数株主持分 38,437 0.7 － － 38,437 － 37,111 0.6

（資本の部）    

Ⅰ 資本金 1,513,750 29.4 1,513,750 36.3 － － 1,513,750 27.2

Ⅱ 資本剰余金 1,428,314 27.7 1,428,314 34.2 － － 1,428,314 25.7

Ⅲ 利益剰余金 1,199,299 23.3 812,903 19.5 386,396 47.5 1,310,492 23.5

Ⅳ その他有価証券評価差額

金 
263,067 5.1 7,239 0.2 255,828 3,533.9 238,312 4.3

Ⅴ 為替換算調整勘定 1,104 0.0 △1,027 △0.0 2,131 － 1,966 0.0

資本合計 4,405,535 85.5 3,761,178 90.2 644,356 17.1 4,492,836 80.7

負債、少数株主持分及び

資本合計 
5,153,147 100.0 4,170,235 100.0 982,911 23.6 5,570,358 100.0
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 （2）四半期連結損益計算書 

当四半期 

(平成18年10月期 

第１四半期) 

前年同四半期 

(平成17年10月期 

第１四半期) 

増 減 
（参考） 

平成17年10月期 
科  目 

金額（千円） 
構成比

（％）
金額（千円）

構成比

（％）
金額（千円）

増減率 

（％） 
金額（千円）

構成比

（％）

Ⅰ 売上高 1,111,061 100.0 866,518 100.0 244,542 28.2 4,180,036 100.0

Ⅱ 売上原価 785,397 70.7 593,692 68.5 191,704 32.3 2,877,306 68.8

売上総利益 325,663 29.3 272,826 31.5 52,837 19.4 1,302,730 31.2

Ⅲ 販売費及び一般管理費 191,908 17.3 146,837 17.0 45,071 30.7 585,474 14.0

営業利益 133,754 12.0 125,988 14.5 7,766 6.2 717,255 17.2

Ⅳ 営業外収益   

１．受取利息 394 349  1,509

２．受取配当金 － －  1,200

３．為替差益 － 508  －

４．受取賃料  5,016 1,119  10,499

５．投資有価証券売却益 － －  17,147

６．持分法による投資利益 2,941 －  －

７．その他 165 84  1,102

営業外収益計 8,517 0.8 2,061 0.2 6,455 313.1 31,459 0.7

Ⅴ 営業外費用   

１．支払利息 56 7  57

２．新株発行費償却 2,445 2,025  10,946

３．持分法による投資損失 － 4,584  16,415

４．賃貸費用 5,016 －  10,499

５．上場費用 － 13,160  17,499

６．その他 111 －  2,184

営業外費用計 7,628 0.7 19,777 2.2 △12,148  △61.4 57,603 1.4

経常利益 134,643 12.1 108,272 12.5 26,371 24.4 691,112 16.5

Ⅵ 特別利益   

１．固定資産売却益 50 －  －

２．投資有価証券売却益 － －  392,410

３．持分変動利益 3,065 －  －

特別利益計 3,115 0.3 － － 3,115 － 392,410 9.4

Ⅶ 特別損失   

１．固定資産売却損 － －  1,714

２．投資有価証券評価損 － －  100,000

３．過年度源泉税 － －  9,711

４．持分変動損失 － －  460

特別損失計 － － － － － － 111,886 2.7

税金等調整前四半期

(当期)純利益 
137,758 12.4 108,272 12.5 29,486 27.2 971,636 23.2

法人税、住民税及び事 

業税 
7,237 0.7 1,227 0.2 6,009 489.6 481,191 11.5

法人税等調整額 57,985 5.2 43,628 5.0 14,356 32.9 △67,211 △1.6

少数株主損失 1,071 0.1 － － 1,071 － 3,349 0.1

四半期(当期)純利益 73,607 6.6 63,416 7.3 10,190 16.1 561,005 13.4
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（3）四半期連結剰余金計算書 

当四半期 

(平成18年10月期 

第１四半期) 

前年同四半期 

(平成17年10月期 

第１四半期) 

増 減 
（参考） 

平成17年10月期 
科  目 

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円） 金額（千円） 

（資本剰余金の部）  

Ⅰ 資本剰余金期首残高 1,428,314 1,428,314 － 1,428,314

Ⅱ 資本剰余金四半期末 

（期末）残高 
1,428,314 1,428,314 － 1,428,314

  

（利益剰余金の部）  

Ⅰ 利益剰余金期首残高 1,310,492 880,386 430,105 880,386

Ⅱ 利益剰余金増加高  

四半期（当期）純利益 73,607 63,416 10,190 561,005

Ⅲ 利益剰余金減少高  

配当金 184,800 130,900 53,900 130,900

Ⅳ 利益剰余金四半期末 

（期末）残高 
1,199,299 812,903 386,396 1,310,492
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（4）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 
当四半期 

(平成18年10月期 

第１四半期) 

前年同四半期 

(平成17年10月期 

第１四半期) 

（参考） 

平成17年10月期 

区分 金額（千円） 金額（千円） 金額（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

１．税金等調整前四半期（当期）純利益 137,758 108,272 971,636

２．減価償却費 11,960 8,252 41,836

３．連結調整勘定償却額 931 811 3,244

４．賞与引当金の増減額 △102,372 △94,928 35,826

５．受取利息及び受取配当金 △394 △349 △2,710

６．支払利息 56 7 57

７．持分法による投資損益 △2,941 4,584 16,415

８．新株発行費償却 2,445 2,025 10,946

９．固定資産売却益 △50 － －

10．固定資産売却損 － － 1,714

11．投資有価証券売却益 － － △409,557

12．投資有価証券評価損 － － 100,000

13．持分変動損益 △3,065 － 460

14．売上債権の増減額 322,555 101,685 △374,929

15．たな卸資産の増加額 △123,979 △51,342 △27,748

16．仕入債務の増減額 △5,033 △4,049 44,270

17．未払金の増減額 4,393 744 △1,501

18．未払費用の増減額 2,930 △17,411 26,755

19．未払消費税等の増減額 △17,172 △19,335 3,067

20．その他 48,521 21,662 △41,328

小計 276,543 60,629 398,456

21．利息及び配当金の受取額 393 292 2,652

22．利息の支払額 △56 △4 △54

23．法人税等の支払額 △330,657 △185,177 △355,676

営業活動によるキャッシュ・フロー △53,776 △124,261 45,378
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当四半期 

(平成18年10月期 

第１四半期) 

前年同四半期 

(平成17年10月期 

第１四半期) 

（参考） 

平成17年10月期 

区分 金額（千円） 金額（千円） 金額（千円） 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

１．有形固定資産の取得による支出 △31,000 △4,347 △46,137

２．有形固定資産の売却による収入 2,362 － 190

３．無形固定資産の取得による支出 △6,511 △665 △5,018

４．貸付けによる支出 △1,700 － △20,500

５．貸付金の回収による収入 3,478 35,132 40,771

６．投資有価証券の取得による支出 △20,000 △572,600 △712,600

７．投資有価証券の売却による収入 － － 827,256

８．新規連結子会社の取得による収入 － － 20,000

９．敷金の差入による支出 △15,175 △770 △66,145

10．敷金の解約による収入 757 － 2,041

投資活動によるキャッシュ・フロー △67,789 △543,252 39,858

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

１．短期借入による収入 － － 7,105

２．短期借入金の返済による支出 △7,160 － －

３．長期借入金の返済による支出 － △3,270 △3,270

４．配当金の支払額 △111,296 △83,857 △128,666

５．少数株主からの出資による収入 － － 20,000

６．株式分割による支出 － － △8,536

財務活動によるキャッシュ・フロー △118,456 △87,127 △113,367

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,098 △1,199 △39

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 △241,120 △755,841 △28,170

Ⅵ 現金及び現金同等物期首残高 2,861,640 2,889,811 2,889,811

Ⅶ 現金及び現金同等物期末残高 2,620,520 2,133,970 2,861,640
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 平成 18 年 10 月期  第１四半期財務・業績の概況（個別） 

平成 18 年３月６日

上場会社名 株式会社システムプロ （コード番号：2317 東証１部）

（ＵＲＬ http://www.systempro.co.jp ）  

問合せ先 代表者役職 ・ 氏名 代 表 取 締 役 社 長 逸 見 愛 親  ＴＥＬ：（045）640－1401

 責任者役職 ・ 氏名 取締役財務経理部長 国 分 靖 哲     

 

 

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

 

２．平成 18 年 10 月期第１四半期の業績概況（平成 17 年 11 月１日～平成 18 年１月 31 日） 

（注）本四半期決算短信の数値は、未監査であります。 

（1）経営成績（個別）の進捗状況 （百万円未満切捨）

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四半期（当期） 

純 利 益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％

18 年 10 月期第１四半期 1,005  （  20.7） 131  （  12.2）  132   （  26.3） 75  （  24.7）

17 年 10 月期第１四半期 832  （  55.1） 117  （  17.4） 105  （   4.3） 60  （△19.9）

（参考）17 年 10 月期 3,942 711 710 573 

 

 
１ 株 当 た り

四半期（当期）純利益

潜 在 株 式 調 整 後

１ 株 当 た り 四 半 期

（ 当 期 ） 純 利 益

 円  銭 円  銭

18 年 10 月期第１四半期 325 51 － －

17 年 10 月期第１四半期 782 79 － －

（参考）17 年 10 月期 2,482 77 － －

（注） ①売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を記載しております。 

 ②期中平均株式数 18年10月期第１四半期 231,000株 17年10月期第１四半期 77,000株 17年10月期 231,000株

 ③平成 17 年２月 21 日付をもって、普通株式１株を３株に分割しております。17 年 10 月期の期中平均株式数は、分割が期首に行

われたものとして計算しております。 

 ④潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため、記載しておりません。 

 

（2）財政状態（個別）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本 株 主 資 本 比 率 
１ 株 当 た り 

株 主 資 本 

 百万円 百万円 ％ 円  銭

18 年 10 月期第１四半期 5,121 4,452 86.9 19,275 29

17 年 10 月期第１四半期 4,192 3,793 90.5 49,261 41

（参考）17 年 10 月期 5,518 4,537 82.2 19,642 62

（注） 期末発行済株式数 18年10月期第１四半期 231,000株 17年10月期第１四半期 77,000株 17年10月期 231,000株

 

３．平成 18 年 10 月期の業績予想（平成 17 年 11 月１日～平成 18 年 10 月 31 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円

中   間   期 2,287 350 201 

通       期 4,904 830 477 

（参考） １株当たりの予想当期純利益（通期）    2,066 円 19 銭 

※ 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際

の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
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４．四半期財務諸表 

（1）四半期貸借対照表 

当四半期 

(平成18年10月期 

第１四半期末) 

前年同四半期 

(平成17年10月期 

第１四半期末) 

増 減 
（参考） 

平成17年10月期 
科  目 

金額（千円）
構成比

（％）
金額（千円）

構成比

（％）
金額（千円）

増減率 

（％） 
金額（千円）

構成比

（％）

（資産の部）   

Ⅰ 流動資産   

１．現金及び預金 2,469,527 2,085,280  2,733,210

２．受取手形 － 5,100  －

３．売掛金 855,243 732,261  1,192,923

４．たな卸資産 169,073 81,207  53,794

５．繰延税金資産 45,038 35,137  99,759

６．その他 67,985 30,271  76,186

流動資産合計 3,606,867 70.4 2,969,258 70.8 637,609 21.5 4,155,874 75.3

Ⅱ 固定資産   

１．有形固定資産 100,436 2.0 68,338 1.6 32,098 47.0 76,882 1.4

２．無形固定資産 16,831 0.3 7,646 0.2 9,184 120.1 16,111 0.3

３．投資その他の資産   

（1）投資有価証券 791,674 774,290  730,000

（2）関係会社株式 318,522 163,522  268,522

（3）関係会社出資金  66,275 46,852  46,852

（4）敷金 178,591 111,321  173,986

（5）その他 32,320 33,479  37,570

投資その他の資産合計 1,387,383 27.1 1,129,466 27.0 257,917 22.8 1,256,932 22.8

固定資産合計 1,504,651 29.4 1,205,450 28.8 299,201 24.8 1,349,925 24.5

Ⅲ 繰延資産 10,180 0.2 17,694 0.4 △7,513 △42.5 12,625 0.2

資産合計 5,121,700 100.0 4,192,403 100.0 929,296 22.2 5,518,426 100.0
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当四半期 

(平成18年10月期 

第１四半期末) 

前年同四半期 

(平成17年10月期 

第１四半期末) 

増 減 
（参考） 

平成17年10月期 
科  目 

金額（千円）
構成比

（％）
金額（千円）

構成比

（％）
金額（千円）

増減率 

（％） 
金額（千円）

構成比

（％）

（負債の部）   

Ⅰ 流動負債   

１．買掛金 100,297 65,706  104,990

２．未払費用 162,749 127,935  163,730

３．未払法人税等 5,241 4,530  317,143

４．賞与引当金 72,348 50,085  165,000

５．その他 181,223 140,273  99,142

流動負債合計 521,859 10.2 388,530 9.3 133,329 34.3 850,006 15.4

Ⅱ 固定負債   

１．預り敷金 8,150 5,820  8,780

２．繰延税金負債 139,098 4,924  122,194

固定負債合計 147,248 2.9 10,744 0.2 136,503 1,270.4 130,974 2.4

負債合計 669,108 13.1 399,275 9.5 269,832 67.6 980,980 17.8

（資本の部）   

Ⅰ 資本金 1,513,750 29.5 1,513,750 36.1 － － 1,513,750 27.4

Ⅱ 資本剰余金 1,428,314 27.9 1,428,314 34.1 － － 1,428,314 25.9

Ⅲ 利益剰余金 1,247,460 24.4 843,825 20.1 403,635 47.8 1,357,069 24.6

Ⅳ その他有価証券評価差額

金 
263,067 5.1 7,239 0.2 255,828 3,534.0 238,312 4.3

資本合計 4,452,591 86.9 3,793,128 90.5 659,463 17.4 4,537,445 82.2

負債・資本合計 5,121,700 100.0 4,192,403 100.0 929,296 22.2 5,518,426 100.0
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（2）四半期損益計算書 

当四半期 

(平成18年10月期 

第１四半期) 

前年同四半期 

(平成17年10月期 

第１四半期) 

増 減 
（参考） 

平成17年10月期 
科  目 

金額（千円） 
構成比

（％）
金額（千円）

構成比

（％）
金額（千円）

増減率 

（％） 
金額（千円）

構成比

（％）

Ⅰ 売上高 1,005,050 100.0 832,744 100.0 172,306 20.7 3,942,058 100.0

Ⅱ 売上原価 702,568 69.9 580,225 69.7 122,343 21.1 2,703,943 68.6

売上総利益 302,481 30.1 252,519 30.3 49,962 19.8 1,238,114 31.4

Ⅲ 販売費及び一般管理費 170,499 17.0 134,903 16.2 35,596 26.4 527,001 13.4

営業利益 131,981 13.1 117,615 14.1 14,366 12.2 711,113 18.0

Ⅳ 営業外収益   

１．受取利息 382 340  1,486

２．受取配当金 － －  1,200

３．投資有価証券売却益 － －  17,147

４．受取賃料 12,336 2,238  23,724

５．受取手数料 2,772 －  7,568

６．その他 62 84  694

営業外収益計 15,554 1.6 2,663 0.3 12,890 484.0 51,821 1.3

Ⅴ 営業外費用   

１．支払利息 － 7  7

２．新株発行費償却 2,445 2,025  10,946

３．賃貸費用 12,336 －  23,724

４．上場費用 － 13,160  17,499

５．その他 － －  265

営業外費用計 14,781 1.5 15,192 1.8 △411 △2.7 52,443 1.3

経常利益 132,754 13.2 105,086 12.6 27,668 26.3 710,491 18.0

Ⅵ 特別利益   

投資有価証券売却益 － －  381,806

特別利益計 － － － － － － 381,806 9.7

Ⅶ 特別損失   

１．固定資産売却損 － －  1,714

２．投資有価証券評価損 － －  100,000

３．過年度源泉税 － －  9,711

特別損失計 － － － － － － 111,426 2.8

税引前四半期(当期)純

利益 
132,754 13.2 105,086 12.6 27,668 26.3 980,872 24.9

法人税、住民税及び事

業税 
2,857 0.3 1,182 0.1 1,675 141.6 469,016 11.9

法人税等調整額 54,705 5.4 43,628 5.3 11,076 25.4 △61,663 △1.5

四半期（当期）純利益 75,191 7.5 60,275 7.2 14,916 24.7 573,518 14.5

前期繰越利益 1,171,919 783,200 388,718  783,200

四半期(当期)未処分利

益 
1,247,110 843,475 403,635  1,356,719

   

 


